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中
四
国
唯
一
の
経
済
学
を
専
門
と
す
る
大
学
と
し
て
進
化
を
続
け
て
き
た
広
島
経
済
大
学
が
、
２
０
１
９
年
４

月
、「
経
営
学
部
」
と
「
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
」
を
新
設
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
３
学
部
５
学
科
の
社
会
科

学
系
総
合
大
学
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
。
こ
こ
で
は
、
２
学
部
新
設
に
至
る
本
学
の
歩
み
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

社
会
科
学
系
の
総
合
大
学
に
進
化

�

～
来
年
度
入
試
か
ら
募
集
ス
タ
ー
ト
～

　

本
学
は
中
四
国
唯
一
の
経
済

学
を
専
門
と
す
る
単
科
大
学
と

し
て
、
１
９
６
７
年
に
１
学
部

１
学
科
体
制
で
開
学
し
た
。
以

来
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
地
域

の
経
済
と
社
会
、
文
化
を
支
え

る
有
為
な
人
材
を
輩
出
し
、
常

に
時
代
の
流
れ
や
社
会
の
ニ
ー

ズ
を
見
据
え
、
教
育
拡
充
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
歩
み

は
、１
９
７
４
年
の
経
営
学
科
、

１
９
９
９
年
の
国
際
地
域
経
済

学
科
（
２
０
１
１
年
募
集
停

止
）、
２
０
０
２
年
の
ビ
ジ
ネ

ス
情
報
学
科
、
２
０
０
４
年
の

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
、
そ

し
て
２
０
１
１
年
の
ス
ポ
ー
ツ

経
営
学
科
の
設
置
を
経
て
、
現

在
、
経
済
学
部
に
５
つ
の
学
科

（
経
済
学
科
、
経
営
学
科
、
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
、
メ
デ
ィ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
学
科
、
ス
ポ
ー
ツ
経

営
学
科
）
を
有
す
る
１
学
部
５

学
科
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、２
０
１
９
年
４
月
、

さ
ら
な
る
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
に
既
存
の
経
済
学
部
に
加

え
て「
経
営
学
部
」と「
メ
デ
ィ

ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
」
を
新
設
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
３
学
部
５

学
科
（
上
図
参
照
）
の
社
会
科

学
系
総
合
大
学
へ
生
ま
れ
変
わ

る
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
幕
を
開

け
る
。

　

情
報
化
社
会
の
発
展
に
よ

り
、「
今
」
の
情
報
が
急
速
に

過
去
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う

現
代
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
変

化
に
柔
軟
か
つ
適
切
に
対
応
し

て
い
く
力
が
求
め
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
時
代
の
変
化
や
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
未
来
を

担
っ
て
い
け
る
人
材
の
育
成
を

目
指
す
。

　
「
経
営
学
部
」
で
は
、
現
実

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
。
ま
た
、
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
加
え
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ

る
分
野
に
お
い
て
活
躍
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
。

　
「
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
」

で
は
、
情
報
や
メ
デ
ィ
ア
に
関

す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
と
論
理
的
思

考
力
、
問
題
解
決
力
を
身
に
つ

け
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
情
報

通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
効
果

的
に
活
用
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
。
ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
発

信
を
管
理
・
運
営
で
き
る
力
を

備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
。

　

基
盤
を
共
有
す
る
学
科
を
３

学
部
に
括
り
直
す
こ
と
に
よ

り
、
学
部
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
意
思
決
定
が
よ
り
円

滑
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

学
び
の
特
色
を
よ
り
明
確
に
打

ち
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
各
学
部
・
学
科
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
自
由
度
を
高

め
る
こ
と
で
、
専
門
領
域
の
拡

充
を
図
り
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル

の
専
門
性
を
備
え
た
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

２
学
部
を
新
設
し

学
び
の
環
境
を
拡
充

新
学
部
が
目
指
す

人
材
像

学
部
新
設
で
増
す

改
革
の
ス
ピ
ー
ド

2019年4月、新たなステージへ

経営学部、メディアビジネス学部、誕生！！

２
面

広
島
経
済
大
学
同
窓
会 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
が
発
足
／
随
想

３
面

保
護
者
会
春
季
役
員
会
／
大
学
説
明
会
開
催

４
面

女
子
学
生
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
／
私
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
雑
感

５
面

広
島
経
済
大
学
学
生
表
彰 

石
田
学
園
各
種
奨
学
生
決
定

６
面

平
成
31
年
度
学
生
募
集
要
項

　

４
月
１
日
、

平
成
30
年
度
入

学
式
が
本
学
石

田
記
念
体
育
館

に
お
い
て
執
り

行
わ
れ
た
。
満

開
の
桜
が
出
迎

え
る
な
か
、
経

済
学
部
７
６
５

名
（
経
済
学
科

３
１
４
名
、
経

営
学
科
２
６
９

名
、
ビ
ジ
ネ
ス

情
報
学
科
56

名
、
メ
デ
ィ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
学
科

57
名
、
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
69

名
）
と
大
学
院

式辞を述べる小谷幸生学長

７
名
が
「
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上
げ

る
」
興
動
人
を
目
指
し
て
一
歩

を
踏
み
出
し
た
。

　

式
で
は
、
小
谷
幸
生
学
長
か

ら
「
皆
さ
ん
に
心
が
け
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
は
、
ま
ず
、『
よ

り
広
く
深
い
知
識
を
身
に
つ
け

る
』
こ
と
で
す
。
多
く
の
知
識

の
蓄
え
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
必
要
な
知
識
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。も
う
一
つ
は
、『
考
え
る
力
』

に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
で
す
。

『
本
当
に
そ
う
な
の
か
』『
な
ぜ

そ
う
な
る
の
か
』
と
の
問
い
を

粘
り
強
く
、
自
ら
に
投
げ
か
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
幅
広
い

学
識
と
深
い
思
考
力
に
裏
付
け

ら
れ
た
確
か
な
『
知
力
』、
挑

戦
す
る
た
く
ま
し
さ
や
共
感
す

る
し
な
や
か
さ
を
備
え
た
『
人

間
力
』。
皆
さ
ん
が
こ
れ
ら
の

力
を
学
生
生
活
で
磨
き
上
げ
て

い
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
式
辞
が
あ
り
、
続

い
て
学
部
を
代
表
し
て
松
本
莉

奈
さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
・
愛
媛
県
／
西
条
高
校
出

身
）
と
、
大
学
院
を
代
表
し
て

石
本
惣
一
朗
さ
ん
２
名
が
「
学

術
の
研
鑚
に
専
念
し
、
世
界
の

平
和
・
繁
栄
に
貢
献
し
得
る
人

物
と
な
る
べ
く
、
努
力
を
い
た

し
ま
す
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
宣
誓

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
石
田
恒
夫
理
事

長
、
髙
橋
裕
保
護
者
会
会
長
か

ら
、
新
入
生
お
よ
び
保
護
者
の

方
々
へ
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
て
、
最
後
に
大
学
歌
を
斉
唱

し
、
厳
粛
裡
の
う
ち
に
終
了
し

た
。

◇　

◇　

◇

　

午
後
か
ら
は
、
各
学
科
に
分

か
れ
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
保
護

者
対
象
の
教
育
懇
談
会
、
施
設

見
学
ミ
ニ
ツ
ア
ー
な
ど
が
行
わ

れ
、
学
内
は
一
日
中
賑
わ
い
を

見
せ
た
。

平
成
30
年
度
　
入
学
式
挙
行

ゼミ生と力を合わせてカッターを漕ぐ新入生たち

　

４
月
５
日
～
９
日
の
期
間
、

江
田
島
青
少
年
交
流
の
家
で
新

入
生
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ

た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
入
生

全
員
と
教
職
員
が
１
泊
２
日
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
互
い
の

信
頼
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

１
年
次
の
必
修
科
目
で
あ
る

大
学
入
門
ゼ
ミ
ご
と
に
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
運
動
会
や
カ
ッ

タ
ー
研
修
に
取
り
組
ん
だ
。
ゼ

ミ
の
時
間
で
は
、
教
員
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
ア
イ
ス

ブ
レ
イ
ク
（
自
己
紹
介
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
を
行
っ

た
。
初
め
は
不
安
や
緊
張
が
見

ら
れ
た
が
、
次
第
に
笑
顔
も

増
え
、
互
い
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ

た
様
子
だ
っ

た
。

　

新
入
生
全
員

が
入
学
式
か
ら

数
日
の
う
ち
に

１
泊
２
日
の
共

同
生
活
を
体
験

す
る
本
セ
ミ

ナ
ー
は
、
円
滑

な
学
生
生
活
の

ス
タ
ー
ト
と
良

好
な
人
間
関
係

づ
く
り
の
一
翼

を
担
っ
て
い

る
。

平
成
30
年
度　

新
入
生
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

　

本
学
で
は
10
年
以
上
前
か
ら

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

数
度
の
大
学
改
革
を
行
っ
て
お

り
、
現
在
も
ま
た
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
と
も
い
う
べ
き
大
改
革

を
実
行
中
で
あ
る
。
今
回
の
学

部
新
設
は
、
現
在
の
改
革
、
特

に
「
教
育
改
革
」
の
ス
ピ
ー
ド

を
一
層
加
速
さ
せ
る
も
の
だ
。

　

大
学
改
革
で
は
、
２
０
０
６

年
度
よ
り

「
ゼ
ロ
か
ら

立
ち
上
げ

る
」
興
動
人

の
育
成
を
教

育
目
的
に
掲

げ
、「
興
動

館
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を

全
学
に
導
入

し
た
。
学
生

一
人
ひ
と
り

が
「
成
し
遂

げ
る
」
体
験

を
獲
得
し
、

生
涯
に
わ

た
っ
て
成
長

を
続
け
ら
れ

る
基
盤
を
確

立
す
る
こ
の

画
期
的
な
取

り
組
み
は
、

全
国
的
に
も

大
い
に
注
目

を
集
め
た
。

　

続
く
現
改
革
で
は
、
ま
ず

２
０
１
３
年
度
入
試
に
「
定
員

確
保
よ
り
も
学
力
優
先
」
を
基

本
方
針
と
し
て
、
合
格
ラ
イ
ン

を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
教
育
の

質
を
保
証
す
る
た
め
の
「
入
試

改
革
」
に
着
手
。
翌
２
０
１
４

年
度
か
ら
は
、「
教
育
改
革
」

の
一
環
と
し
て
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
導
入
。
日
本
語
の
文
章
表

現
力
を
磨
く
科
目
を
必
修
化

し
、
必
修
英
語
授
業
を
45
分
ず

つ
毎
日
実
施
し
、
学
習
意
欲
の

高
い
学
生
の
可
能
性
を
さ
ら
に

伸
ば
す
環
境
を
整
備
し
た
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
出

席
管
理
な
ど
単
位
認
定
を
厳
格

化
。
２
０
１
５
年
度
か
ら
は

「
興
動
人
入
門
ゼ
ミ
」
を
１
年

次
の
必
修
科
目
に
し
、「
ゼ
ロ

か
ら
立
ち
上
げ
る
」
興
動
人
を

育
成
す
る
体
制
が
よ
り
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
。
こ
う
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
高
校
生
や

保
護
者
の
方
々
、
教
育
関
係
者

に
も
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
２
０
１
６
年
度
入
試
か
ら

は
入
学
志
願
者
数
が
増
加
に
転

じ
た
。「
大
学
探
し
ラ
ン
キ
ン

グ
ブ
ッ
ク
２
０
１
８
」（（
株
）

大
学
通
信
調
べ
）
の
「
入
学

後
、
生
徒
を
伸
ば
し
て
く
れ
る

大
学
」
で
は
中
四
国
・
九
州
の

私
立
大
学
で
１
位
を
獲
得
す
る

な
ど
、
評
価
も
高
い
。
こ
の
よ

う
に
、
10
年
以
上
か
け
て
取
り

組
ん
で
き
た
「
教
育
改
革
」
の

歩
み
が
、「
よ
り
専
門
的
で
質

の
高
い
教
育
」
を
展
開
す
る
確

か
な
土
壌
と
な
っ
て
い
る
。

　

社
会
科
学
系
の
総
合
大
学
と

し
て
、
広
島
経
済
大
学
は
こ
れ

か
ら
も
進
化
を
続
け
る
。

×入試改革入試改革 教育改革教育改革

● 英語教育、日本語文章教育、教養教育
● 単位認定の厳格化
● 実践的な専門教育科目
● 興動人入門ゼミの開講

３学部体制へ

学生の力を伸ばし、
成長させる  

● 入試の合格ラインの
  引き上げ

● 教育(=学生)の質の
  保証

● 一定水準以上の学力
  と学習意欲を備えた
  学生を迎える

学　　部 学　　科 募 集
人 員

経済学部 経済学科 330

経営学部*
経営学科 310

スポーツ経営学科 70

メディア
ビジネス学部*

ビジネス情報学科 80

メディアビジネス学科 60

NEW!

NEW!

（*2019年4月開設予定）
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昨
年
12
月
埼
玉
県
蓮
田
市
の

遺
跡
か
ら
、
か
め
に
入
っ
た

埋
蔵
貨
幣
が
大
量
に
発
見
さ
れ

た
。
中
か
ら
中
国
の
唐
や
明
の

「
開
元
通
宝
」
や
「
永
楽
通
宝
」

な
ど
19
種
類
、
約
26
万
枚
の
古

銭
が
出
土
し
、
大
き
な
話
題
と

な
っ
た
。

　
『
広
辞
苑
』
で
「
貨
幣
」
を

引
く
と
、「
商
品
交
換
の
媒
介

物
で
、
価
値
尺
度
・
流
通
手
段
・

価
値
貯
蔵
手
段
の
３
つ
の
機
能

を
持
つ
も
の
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
貨
幣
の
定
義
を
巡
っ
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
学
説
が
あ
り
、
古

典
的
な
考
え
方
で
は
交
換
機
能

が
重
視
さ
れ
、
ケ
イ
ン
ズ
以
後

は
資
産
機
能
が
重
視
さ
れ
る
。

　

わ
が
国
の
最
古
の
貨
幣
は
、

１
９
９
９
年
に
奈
良
飛
鳥
池
で

発
掘
さ
れ
た「
富
本
銭
」で
、「
和

同
開
珎
」
よ
り
も
古
い
と
す
る

見
方
が
出
て
き
た
。
こ
れ
は
７

世
紀
後
半
に
日
本
で
鋳
造
さ
れ

た
銅
銭
で
、
円
形
中
央
の
四
角

の
穴
の
上
下
に
「
富
」
と
「
本
」

の
２
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

富
本
の
文
字
は
、
中
国
の
故
事

『
晋
書
』
に
あ
る
「
民
を
富
ま

し
む
る
本
は
食
貨
に
あ
り
」
と

の
記
述
に
由
来
す
る
が
、
こ
の

貨
幣
の
役
割
は
、
現
代
社
会
に

も
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

西
洋
に
お
け
る
最
古
の
金
属

貨
幣
は
紀
元
前
７
０
０
年
頃
に

リ
デ
ィ
ア
（
現
ト
ル
コ
西
部
）

で
発
行
さ
れ
た
「
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
貨
」
に
始
ま
る
。
電
気
や
電

子
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
な
金

属
貨
幣
が
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
と
呼

ば
れ
た
の
は
、
素
材
が
天
然
合

金
で
あ
り
、
そ
の
色
彩
や
輝
き

が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
と
呼
ば
れ
た
琥こ

は
く珀
に
似
て

い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
最
初

の
貨
幣
と
現
代
の
電
子
マ
ネ
ー

と
が
語
源
的
に
は
同
じ
で
あ
る

こ
と
に
不
思
議
さ
を
感
じ
る

　

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
貨
幣
の

呼
称
「
円
」
は
、
明
治
４
年

（
１
８
７
１
年
）の「
新
貨
条
例
」

に
よ
り
制
定
さ
れ
た
。
江
戸
期

に
は
両
が
貨
幣
単
位
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
、
金

持
ち
を
意
味
す
る
「
持も

ち
ま
る丸
」
ま

た
は
「
持
丸
長
者
」
と
い
う
言

葉
が
流
行
し
た
。こ
の
言
葉
は
、

井
原
西
鶴
の
『
日
本
永
代
蔵
』

や
近
松
門
左
衛
門
の
『
冥
途
の

飛
脚
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

持
丸
の
「
丸
」
と
は
、
時
代
劇

貨
幣
の
誕
生

『
銭
形
平
次
』
の
投
げ
銭
で
有

名
な
「
寛
永
通
宝
」
の
こ
と
で
、

そ
の
形
状
か
ら
銭
貨
の
こ
と
を

円ま
ろ

と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
幕

末
の
書
生
グ
ル
ー

プ
の
間
で
、「
両
」

の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

と
し
て
円
が
使
用

さ
れ
て
い
た
と
も

言
わ
れ
る
。
そ
の

後
、
こ
れ
ら
の
幕

末
の
文
化
人
が
明

治
新
政
府
で
重
要

な
地
位
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
、
自

然
の
成
り
行
き
で

円
が
日
本
貨
幣
名

に
な
っ
た
と
さ
れ

る
。

　

円
の
記
号
「
￥
」
は
横
文
字

Ｙ
Ｅ
Ｎ
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
が
、
明
治
政
府
は

そ
の
表
記
を
Ｅ
Ｎ
で
な
く
、
Ｗ

Ｅ
Ｎ
で
も
な
く
、
Ｙ
Ｅ
Ｎ
と
し

た
の
に
は
、
理
由
が
あ
る
。
も

と
も
と
中
国
の
華
南
地
方
で
は

円
・
元
を
Ｙ
ａ
ｎ
、
Ｙ
ｅ
ｎ
と

発
音
し
て
い
た
。
そ
し
て
19
世

紀
頃
か
ら
華
南
地
方
の
華
僑
が

大
挙
し
て
世
界
中
に
移
住
し
、

各
地
で
経
済
的
な
実
力
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ

と
も
あ
り
、
明
治
政
府
は
円
を

中
国
Ｙ
系
発
音
の
Ｙ
Ｅ
Ｎ
と
表

記
す
る
こ
と
で
、
円
貨
の
世
界

的
な
普
及
を
考
え
て
い
た
。
つ

ま
り
、
明
治
政
府
は
当
時
か
ら

今
日
で
い
う
「
円
の
国
際
化
」

を
目
指
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
本
学
も
新
し
い
発
展
を
迎

え
、
建
学
の
精
神
を
大
切
に
し

た
い
と
思
う
。

（
教
授
　
金
融
シ
ス
テ
ム
論
、

金
融
政
策
論
な
ど
）

経済学科・大学院　西脇　廣治 教授

身近な疑問や私たちの生活も

実は経済学で説明できちゃう??

明日からの行動を新しい視点で

見ることができるかもしれません !!

こ
ん
な

　
と
こ
ろ
に
も

経
済
学
!!

　

私
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
、
相
手
の
や
る
気
を
出

さ
せ
る
た
め
に
「
お
金
」
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
用
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
次
の
テ
ス
ト
で
○

○
点
以
上
だ
っ
た
ら
、
お
小
遣
い
を
ア
ッ
プ
ね
」

と
か
、
逆
に
、「
△
△
を
し
な
か
っ
た
ら
、
お
小

遣
い
は
ナ
シ
よ
」
と
か
。
つ
ま
り
、
人
々
の
意

識
を
高
め
る
た
め
に
、
報
酬
、
あ
る
い
は
罰
金

と
し
て
「
お
金
」
を
使
う
の
で
す
。
こ
の
金
銭

的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
答
え
を
与
え
て
く
れ
る

の
が
、
昨
今
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
で
注
目
を
集

め
て
い
る
「
行
動
経
済
学
」。
単
純
に
金
銭
的
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
用
い
る
だ
け
で
は
効
果
が
な

く
、
さ
ら
に
は
道
徳
的
な
問
題
を
引
き
起
こ
す

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ

る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
保
育
園
で
、「
子
ど
も
の
お
迎

え
に
遅
れ
て
く
る
保
護
者
か
ら
罰
金
を
と
っ
た

と
こ
ろ
、
遅
刻
す
る
保
護
者
は
減
る
ど
こ
ろ
か
、

予
想
に
反
し
て
２
倍
に
増
え
た
」
と
い
う
実
験

結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
以
前
は

感
じ
て
い
た
「
遅
刻
へ
の
後
ろ
め
た
さ
」
が
消
え
、

罰
金
を
「
延
長
料
金
」、
す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
料

だ
と
保
護
者
た
ち
が
考
え
た
た
め
に
生
じ
た
結

果
で
す
。
さ
ら
に
、こ
の
実
験
に
は
続
き
が
あ
り
、

２
週
間
ほ
ど
し
て
か
ら
罰
金
を
廃
止
し
て
も
、

遅
刻
者
は
増
え
た
ま
ま
だ
っ
た
！
つ
ま
り
、「
お

迎
え
の
時
間
に
遅
れ
な
い
」
と
い
う
道
徳
心
が
、

お
金
を
支
払
う
こ
と
で
い
っ
た
ん
失
わ
れ
る
と
、

か
つ
て
の
責
任
感
を
取
り
戻
す
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

モ
ラ
ル
の
問
題
に
お
金
が
絡
む
と
人
間
関
係
（
保

育
園
vs
保
護
者
）
を
損
ね
る
結
末
を
招
く
こ
と

も
。
と
き
と
し
て
、
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は

逆
効
果
！
た
と
え
や
る
気
を
出
さ
せ
る
た
め
で

あ
っ
て
も
、「
お
金
」
を
用
い
る
こ
と
で
本
質
的

な
問
題
を
損
な
わ
な
い
か
否
か
、
つ
ま
り
道
徳
心

（
モ
ラ
ル
）
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

�

（
准
教
授　

山
根 

智
沙
子
）

「
責
任
感
は
ど
こ
へ
?!

金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
用
い
る
際
に
は
ご
注
意
を
！
」

話
す
こ
と
に
よ
り
、
現
場
を
活

か
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
創
造
す

る
貴
重
な
機
会
に
も
な
っ
て
い

　

６
月
20
日
、
新
庄
み
そ
株
式

会
社
本
社
に
お
い
て
、
本
学
と

新
庄
み
そ
株
式
会
社
が
「
ビ
ジ

ネ
ス
の
視
点
か
ら
提
案
す
る
新

し
い
食
育
活
動
と
若
年
層
へ
の

み
そ
の
消
費
拡
大
」
を
テ
ー
マ

に
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。

学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ス
ー

パ
ー
の
店
舗
視
察
を
も
と
に
新

商
品
の
共
同
開
発
を
し
て
い

く
。
定
例
会
議
を
月
１
回
行
い

な
が
ら
、
来
年
２
月
の
新
商
品

販
売
を
目
指
す
。

　

同
日
に
行
わ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

会
議
で
は
、
小
包
装
を
連
結
さ

せ
る
案
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
み
そ

に
関
す
る
暮
ら
し
の
豆
知
識
を

載
せ
る
案
な
ど
学
生
な
ら
で
は

の
視
点
で
提
案
が
さ
れ
た
。

　

本
連
携
協
定
に
お
い
て
学
生

の
活
動
に
携
わ
る
石
川
明
美
教

授
（
専
門
領
域
／
家
政
学
・
生

活
科
学
）
は
、「
学
生
の
人
材

育
成
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、

実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
に
お

ら
れ
る
経
営
者
や
社
員
の
方
と

新
庄
み
そ
株
式
会
社
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結

　

３
月
26
日
、
広
島
経
済
大
学

同
窓
会
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部

が
発
足
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て

支
部
総
会
を
開
催
。
同
窓
生
24

名
（
関
係
者
含
む
）
が
参
加
し

た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
は
２
つ
の

姉
妹
校
が
あ
り
、

特
に
、
国
立
ガ

ジ
ャ
マ
ダ
大
学

と
は
１
９
９
１

年
に
姉
妹
校
提

携
を
結
ん
で
以

降
、
学
部
生
、

大
学
院
生
、
研

究
員
の
相
互
派

遣
を
続
け
て
い

る
。
ま
た
、
興

動
館
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
「
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
際

貢
献
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
通
じ

た
学
生
同
士
の

交
流
も
進
ん
で

い
る
。

　

支
部
総
会
で

は
、
石
田
優
子
副
学
長
の
挨
拶

に
続
き
、
ジ
ョ
ー
ジ 

Ｒ. 

ハ
ラ

ダ
国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
長

が
会
則
の
説
明
、
留
学
の
意
義

に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
続

い
て
、
石
田
真
英
興
動
館
副
館

長
が
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
際

貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動

に
つ
い
て
報
告
。
そ
の
後
の
懇

親
会
で
は
、
広
島
経
済
大
学
で

関
わ
っ
た
教
職
員
か
ら
の
ビ
デ

広
島
経
済
大
学
同
窓
会

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
が
発
足

 　
６
月
18
日
～
29
日
に
岡
本

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
が
企
画
し

た
沖
縄
戦
慰
霊
写
真
展
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
写
真
展
は
、
太

平
洋
戦
争
末
期
に
「
鉄
血
勤
皇

隊
」
や
「
通
信
隊
」
の
名
で
沖

縄
に
投
じ
ら
れ
た
旧
制
沖
縄
県

立
第
一
中
学
校（
現
首
里
高
校
）

の
生
徒
た
ち
の
遺
書
や
遺
影
、

活
動
資
料
な
ど
と
共
に
生
存
者

の
証
言
記
録
を
紹
介
し
た
も
の

で
あ
る
。
昨
年
２
月
、
ゼ
ミ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
「
オ
キ
ナ

ワ
を
歩
く
」
で
戦
跡
を
歩
い
た

際
に
写
真
撮
影
も
行
っ
た
。
ま

た
、
一
中
隊
員
の
遺
影
、
遺
書

沖
縄
戦
慰
霊
写
真
展
を
開
催

認定書を手にする学生たち

平
成
30
年
度

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
認
定
式 

開
催

興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト オ

レ
タ
ー
が
流
さ
れ
、
同
窓
生

た
ち
は
口
々
に
先
生
や
職
員
の

名
前
を
画
面
に
向
か
っ
て
呼
び

か
け
、
会
場
は
あ
た
た
か
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
。

写真展を訪れた来場者

支部総会での集合写真

る
」
と
、
学
生
た
ち
の
今
後
の

活
動
に
期
待
を
寄
せ
た
。

協定書を手にする山本美香社長（右）と小谷幸生学長（左）

な
ど
の
写
真
は
、
今
回
の
写
真

展
の
た
め
だ
け
に
養
秀
同
窓
会

（
旧
一
中
同
窓
会
）
よ
り
特
別

に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の

も
展
示
さ
れ
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
写
真
を
見

て
自
分
に
は
何
が
で
き
る
か

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
」「
貴
重
な
資
料
を
見
た
こ

と
で
、
戦
争
に
つ
い
て
も
っ
と

深
く
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

６
月
１
日
、

６
３
１
教
室
に
お

い
て
、「
平
成
30

年
度 

興
動
館
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
認
定

式
」
を
開
催
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
や
教
職
員

約
５
０
０
名
が
参

加
し
た
。

　

柳
川
和
優
学
部

長
よ
り
、
今
年
度

の
活
動
を
認
定
さ

れ
た
17
の
継
続
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

し
て
認
定
証
が
授

与
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
17
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
期
間

は
、
来
年
３
月
末

ま
で
の
予
定
。
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【平成30年度】資金収支予算書  � （単位：円）

収入の部 支出の部
科　目 予　算 科　目 予　算

学生生徒等納付金収入 2,785,300,000 人件費支出 2,369,900,000
手数料収入 67,000,000 教育研究経費支出 752,000,000
寄付金収入 1,000,000 管理経費支出 320,500,000
補助金収入 250,300,000 借入金等利息支出 0
　国庫補助金収入 250,000,000 借入金等返済支出 0
　地方公共団体補助金収入 300,000 施設関係支出 22,500,000
資産売却収入 3,012,000,000 設備関係支出 106,000,000
付随事業・収益事業収入 39,000,000 資産運用支出 2,826,000,000
受取利息・配当金収入 210,000,000 その他の支出 24,200,000
雑収入 277,000,000 （予備費） 100,000,000
借入金等収入 0 資金支出調整勘定 △ 21,000,000
前受金収入 603,100,000 翌年度繰越支払資金 603,100,000
その他の収入 118,500,000
資金収入調整勘定 △ 828,000,000
前年度繰越支払資金 568,000,000

収入の部合計 7,103,200,000 支出の部合計 7,103,200,000

【平成30年度】事業活動収支予算書  � � （単位：円）
科　目 予　算 科　目 予　算

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 2,785,300,000

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

資産売却差額 30,000,000
手数料 67,000,000 その他の特別収入 2,000,000
寄付金 1,000,000 特別収入計 32,000,000
経常費等補助金 250,300,000 事

業
活
動
支
出
の
部

資産処分差額 1,500,000
　国庫補助金 250,000,000 その他の特別支出 0
　地方公共団体補助金 300,000 特別支出計 1,500,000
付随事業収入 4,000,000 特別収支差額 30,500,000
雑収入 277,000,000 （予備費） 50,000,000
教育活動収入計 3,384,600,000 基本金組入前当年度収支差額 △ 496,400,000

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 2,335,400,000 基本金組入額合計 △ 130,500,000
教育研究経費 1,415,000,000 当年度収支差額 △ 626,900,000
管理経費 356,100,000 前年度繰越収支差額 △ 1,088,684,391
徴収不能額等 0 基本金取崩額 0
教育活動支出計 4,106,500,000 翌年度繰越収支差額 △ 1,715,584,391
教育活動収支差額 △ 721,900,000

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

受取利息・配当金 210,000,000 （参考）
その他の教育活動外収入 35,000,000 事業活動収入計 3,661,600,000
教育活動外収入計 245,000,000 事業活動支出計 4,158,000,000

事
業
活
動
支
出
の
部

借入金等利息 0
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 0

教育活動外収支差額 245,000,000
経常収支差額 △ 476,900,000

【平成29年度】資金収支計算書  企業会計のキャッシュフロー計算書に類似するもので、当該年度におけるすべての収入及び支出の内容と支払資金（現金預金）の収入及び支出のてん末を明らかにするためのものです。�（単位：円）

収入の部 支出の部
科　目 決　算 科　目 決　算

学生生徒等納付金収入 2,651,820,000 人件費支出 2,105,167,266 
手数料収入 71,444,212 教育研究経費支出 711,488,931 
寄付金収入 1,148,000 管理経費支出 344,592,324 
補助金収入 241,209,090 借入金等利息支出 0 
　国庫補助金収入 237,997,664 借入金等返済支出 0 
　地方公共団体補助金収入 3,211,426 施設関係支出 758,723,241 
資産売却収入 3,374,614,591 設備関係支出 78,350,682 
付随事業・収益事業収入 38,294,465 資産運用支出 2,119,815,820 
受取利息・配当金収入 212,326,010 その他の支出 31,869,742 
雑収入 147,783,497 資金支出調整勘定 △ 39,325,729
借入金等収入 0 翌年度繰越支払資金 1,506,021,058 
前受金収入 528,989,000
その他の収入 144,072,497
資金収入調整勘定 △ 669,155,091
前年度繰越支払資金 874,157,064

収入の部合計 7,616,703,335 支出の部合計 7,616,703,335

【平成29年度】事業活動収支計算書  企業会計の損益計算書に類似するもので、当該年度の事業活動収入及び事業活動支出の内容を経常的収支及び臨時的収支に区分して表示し、それぞれの収支状況を把握したものです。�（単位：円）

科　目 決　算 科　目 決　算

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 2,651,820,000

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

資産売却差額 45,936,523
手数料 71,444,212 その他の特別収入 3,189,285
寄付金 0 特別収入計 49,125,808
経常費等補助金 241,209,090 事

業
活
動
支
出
の
部

資産処分差額 12,418,170
　国庫補助金 237,997,664 その他の特別支出 0
　地方公共団体補助金 3,211,426 特別支出計 12,418,170
付随事業収入 3,294,465 特別収支差額 36,707,638
雑収入 147,783,497 基本金組入前当年度収支差額 △ 515,465,266
教育活動収入計 3,115,551,264 基本金組入額合計 △ 968,184,616

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 2,140,380,785 当年度収支差額 △ 1,483,649,882
教育研究経費 1,392,912,231 前年度繰越収支差額 834,915,609
管理経費 381,757,162 基本金取崩額 0
徴収不能額等 0 翌年度繰越収支差額 △ 648,734,273
教育活動支出計 3,915,050,178
教育活動収支差額 △ 799,498,914 （参考）

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

受取利息・配当金 212,326,010 事業活動収入計 3,412,003,082
その他の教育活動外収入 35,000,000 事業活動支出計 3,927,468,348
教育活動外収入計 247,326,010

事
業
活
動
支
出
の
部

借入金等利息 0
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 0
教育活動外収支差額 247,326,010
経常収支差額 △ 552,172,904

貸借対照表（平成30年３月31日） ３月末現在の財産状況を明らかにしたものです。� （単位：円）

資産の部 負債の部
科　目 平成29年度末 科　目 平成29年度末

固定資産 44,419,765,395 固定負債 795,838,578
　有形固定資産 23,241,933,246 　　退職給与引当金 795,838,578
　　うち土地 4,110,212,384 流動負債 612,454,774
　　うち建物 12,832,044,688 　　うち前受金 528,989,000
　　うち教育研究用機器備品 367,152,380 負債の部合計 1,408,293,352
　　うち図書 5,322,595,264 純資産の部
　特定資産 9,824,471,293 科　目 平成29年度末
　　うち第２号基本金引当特定資産 8,500,000,000 基本金 45,285,858,907
　　うち第３号基本金引当特定資産 1,195,000,000 繰越収支差額 △ 648,734,273
　その他の固定資産 11,353,360,856 純資産の部合計 44,637,124,634
流動資産 1,625,652,591 負債及び純資産の部合計 46,045,417,986
　　うち現金預金 1,506,021,058

資産の部合計 46,045,417,986 デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
役
員
会
は
、
保
護

者
会
規
約
第
11
条
に
よ
り
、
保

護
者
会
総
会
の
代
行
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

　

役
員
会
で
は
、
髙
橋

　

平
成
30
年
度
保
護
者
会
春
季

役
員
会
が
、
髙
橋
裕
保
護
者
会

会
長
を
は
じ
め
69
人
の
出
席
者

の
も
と
、
５
月
29
日
広
島
ガ
ー

高
校
教
員
対
象  

大
学
説
明
会
開
催

裕
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
平

成
29
年
度
の
事
業
報
告
、
会
計

報
告
並
び
に
監
査
報
告
が
行
わ

れ
た
。
引
き
続
き
、
平
成
30
年

度
の
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
学
事
報
告
と
し
て
、

小
谷
幸
生
学
長
（
名
誉
会
長
）

か
ら
、
平
成
30
年
度
入
学
試
験

の
結
果
、
平
成
29
年
度
の
就
職

状
況
を
は
じ
め
、
学
習
支
援

体
制
な
ど
大
学
の
近
況
に
つ
い

て
、
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
、

役
員
会
を
終
了
し
た
。

　

役
員
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
新
旧
役
員
、
顧
問
及
び
教

職
員
に
よ
る
意
見
交
換
が
活
発

に
な
さ
れ
た
。

　

本
学
で
は
、毎
年
、

高
等
学
校
の
先
生
方

を
お
招
き
し
て
、
本

学
の
現
況
や
入
試
制

度
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
今
後

の
進
路
指
導
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
大

学
説
明
会
を
実
施
し

て
い
る
。

　

今
年
度
は
本
学
会

場
（
５
月
28
日
、
29

日
）
と
、
福
山
（
５

月
30
日
）、松
江
（
６

月
４
日
）、山
口
（
６

月
５
日
）、松
山
（
６

月
６
日
）、岡
山
（
６

月
７
日
）
で
計
７
日

間
催
し
、
93
校
98

名
に
出
席
い
た
だ
い

た
。

　

説
明
会
で
は
、
小

谷
幸
生
学
長
に
よ
る
開
会
挨
拶

の
後
、大
学
の
現
況
報
告
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
就

職
支
援
・
実
績
説
明
、
平
成
30

年
度
入
学
試
験
結
果
報
告
・
平

成
31
年
度
入
学
試

験
要
項
説
明
と
続

き
、
最
後
に
質
疑
応

答
及
び
個
別
相
談

を
行
っ
た
。
現
況
報

告
で
は
、
学
部
新

設
の
目
的
や
背
景

に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　

出
席
さ
れ
た
先

生
方
は
、
入
試
や
大

学
の
現
況
報
告
に

真
剣
な
様
子
で
耳

を
傾
け
ら
れ
た
。
ま

た
、
説
明
会
終
了
後

に
は
、
卒
業
し
た
教

え
子
た
ち
の
近
況

を
聞
か
れ
る
姿
も
あ
っ
た
。

　

今
後
も
、
本
学
の
取
り
組
み

や
特
色
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
本
会
を
実
施
し
て
い
く

予
定
だ
。

保護者会春季役員総会の様子

高校の先生方に挨拶をする小谷幸生学長（本学会場）

同窓会留学生奨学生決定
　広島経済大学同窓
会では、外国人留学
生を支援する「同窓
会留学生奨学金」を
毎年１名に年額 50
万円支給している。
今年度は中国出身の
沈澤秋さん（チン・
タクシュウ／経営学
科３年）に決定した。
〈沈澤秋さんの話〉
　国際貿易やマーケティングに興味があり、経営学分野に
強く、地域に貢献できる力を備えた人材を多く輩出してい
る広島経済大学を選びました。現在は、貿易や簿記の分野
を中心に学んでいます。また、日本の自動車業界に興味が
あり、将来は高い技術を有する日本の自動車部品の製造会
社で働きたいと考えています。そのために、日本語と英語
の習得にも力を注いでいます。奨学金の支援に心から感謝
し、これからも夢に向かって精進していきたいと思います。

記念撮影をする竹村雅之同窓会会長（左）
と沈さん（右）

学生生徒等納付金
77.7%

手数料
寄付金

経常費等補助金
7.1%

雑収入

受取利息・配当金
6.2%

その他の教育活動外収入
資産売却差額

その他の特別収入

人件費
54.5%

管理経費　
9.7% 資産処分差額

教育研究経費
35.5%

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
資産売却差額
その他の特別収入

76.1%
1.8%
0.0%
6.8%
0.1%
7.6%
5.7%
1.0%
0.8%
0.1%

人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
資産処分差額
予備費

56.2%
34.0%
8.6%
0.0%
0.0%
1.2%

付随事業収入

手数料

経常費等補助金
6.8%

雑収入

受取利息・配当金
5.7%

その他の教育活動外収入

その他の特別収入

付随事業収入

学生生徒等納付金
76.1%

管理経費　
8.6%

資産処分差額資産売却差額

教育研究経費
34.0%

予備費

人件費
56.2%

事業活動収入の構成比率 事業活動支出の構成比率 事業活動収入の構成比率 事業活動支出の構成比率

平
成
30
年
度
　

保
護
者
会
春
季
役
員
会
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学
生
時
代
は
と
に
か
く
運
動

部
活
動
（
ス
ポ
ー
ツ
活
動
）
に

没
頭
し
て
お
り
、
高
校
生
の
よ

う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
私
に

対
し
て
も
、
当
時
の
ゼ
ミ
指
導

教
員
は
、
自
主
性
を
尊
重
し
後

押
し
を
し
て
く
れ
た
。
お
か
げ

で
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送

る
こ
と
や
、
運
動
部
活
動
で
は

納
得
の
競
技
成
績
を
残
す
こ
と

が
で
き
た
。
正
直
、
ゼ
ミ
活
動

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

覚
え
て
い
な
い
が
、
指
導
教
員

の
何
気
な
い
声
か
け
や
行
動
は

今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
ゼ
ミ
を
担
当
さ
せ
て

頂
く
中
で
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

科
学
を
専
門
領
域
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
卒
業
生
を
含
め
、

運
動
部
活
動
に
所
属
し
て
い
る

学
生
が
ゼ
ミ
生
と
し
て
集
ま
っ

て
く
れ
る
。
ゼ
ミ
で
は
、
資
料

の
調
べ
方
・
ま
と
め
方
を
学
習

し
、
卒
論
発
表
に
向
け
て
の
プ

レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
以
外
で
は
自
主

性
を
育
む
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
学
生
自
身

の
判
断
が
運
動
部
活
動
で
の
競

技
力
や
人
間
力
を
さ
ら
に
成
長

さ
せ
て
く
れ
る
と
感
じ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
は
上
述
し
た
と

お
り
、
学
生
時
代
に
私
自
身
が

経
験
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。
そ

し
て
、
結
果
で
は
な
く
プ
ロ

セ
ス
を
評
価

し
、
実
践
の

場
で
活
用
で

き
る
か
ど
う

か
を
問
う
こ

と
で
、
社
会

で
も
活
躍
で

き
る
人
材
へ

と
成
長
で
き

る
の
で
は
な

い
か
と
考
え

る
。

　

近
年
、
Ａ

Ｉ
（
人
工
知

能
）
の
影
響

で
、
将
来
何

パ
ー
セ
ン
ト

の
仕
事
が
無
く
な
る
な
ど
と
表

面
的
に
言
わ
れ
、
そ
こ
だ
け
が

強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
逆
に
言

え
ば
、
人
間
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
。
今
後
も
私
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

を
軸
に
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
し
て

は
、
学
生
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
、
人
生
を

歩
ん
で
い
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
、
是
非
と
も
人
間
味
あ
ふ
れ

る
人
へ
と
育
っ
て
ほ
し
い
。

（
准
教
授　

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
論
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
法
演

習
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

演
習
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
実
習
、
大
学
入
門
ゼ
ミ
、
興

動
人
入
門
ゼ
ミ
、
プ
レ
ゼ
ミ
、

演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
）

スポーツ経営学科
松田　亮 准教授

78

学生自身の判断が大切！

　

学
務
セ
ン
タ
ー
学
生
課
か
ら
の
推
薦
！
広
島
経
済
大
学
の
将

棋
部
再
建
の
立
役
者
!!
自
ら
も
大
会
で
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、

将
棋
部
の
普
及
に
貢
献
し
続
け
て
い
る
彼
を
要
チ
ェ
ッ
ク
!!

経
大
の

特
集
Vol.10

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

名
前
：
小お

 
が
わ川　

範の
り
 
と
し智

	

（
経
営
学
科
３
年
・

	

広
島
県
／
安
芸
南
高
校
出
身
）

【
将
棋
部
を
立
て
直
そ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
】

　

私
は
１
年
次
か
ら
１
年
間
、

１
人
で
活
動
を
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
私
が
卒
業
し
た

ら
将
棋
部
が
廃
部
に
な
る
と
耳

に
し
、
立
て
直
そ
う
と
決
意
し

ま
し
た
。
顧
問
の
先
生
や
学
生

課
の
方
々
に
「
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
将
棋
部
を
立
て
直
せ
る
だ

ろ
う
か
」
と
何
度
も
相
談
を
重

ね
ま
し
た
。

【
立
て
直
す
上
で
苦
労
し
た
点

や
工
夫
し
た
点
は
あ
り
ま
し
た

か
】

　

ま
ず
、
入
部
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
大
会
で
私
自
身
が
良

い
成
績
を
収
め
る
こ
と
だ
と
思

い
、
積
極
的
に
大
会
に
出
場
!!

良
い
結
果
に
な
っ
た
大
会
も
多

数
あ
り
、
将
棋
部
の
存
在
を

徐
々
に
周
知
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
初

心
者
が
入
部
し
て
も
楽
し
め
る

よ
う
に
ル
ー
ル
に
つ
い
て
解
説

を
行
う
日
を
設
け
る
な
ど
工
夫

し
ま
し
た
。
現
在
で
は
部
員
が

目
標
に
し
て
い
た
10
人
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

【
将
棋
部
で
「
よ
か
っ
た
」
と

思
う
瞬
間
は
あ
り
ま
す
か
】

　

共
通
の
趣
味
を
持
っ
た
仲
間

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

る
時
で
す
。
特
に
後
輩
た
ち
と

大
会
へ
出
場
し
た
際
、
た
だ
単

に
勝
つ
こ
と
だ
け
を
目
標
に
す

る
の
で
は
な
く
、
将
棋
そ
の
も

の
を
楽
し
む
こ
と
や
将
棋
を
通

じ
て
世
代
を
越
え
た
人
と
の
つ

な
が
り
が
広
が
る
こ
と
に
充
実

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
将
棋
の
魅
力
と
は
】

　

将
棋
の
最
大
の
魅
力
は
、
年

齢
や
性
別
な
ど
一
切
関
係
な

く
、
ル
ー
ル
を
覚
え
れ
ば
誰
で

も
楽
し
め
て
一
生
の
趣
味
に
な

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
対
局
前

は
「
お
願
い
し
ま
す
」
対
局
後

は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
、
対
局
相
手
に
敬
意
と

感
謝
を
込
め
て
マ
ナ
ー
良
く
楽

し
め
る
の
も
魅
力
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。

自
薦
・
他
薦
問
い
ま
せ
ん
。
み
な
さ

ん
の
周
り
の
凄
い
人
を
入
試
広
報
セ

ン
タ
ー
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
！ 

　

新
年
度
の
「
こ
ま
ち
会
」
最

初
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
４
月

21
日
に
「
新
入
女
子
学
生
歓
迎

会
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
歓
迎

会
は
、
女
子
学
生
同
士
の
交
流

の
機
会
を
増
や
し
、
新
入
女
子

学
生
の
大
学
生
活
の
不
安
を
解

消
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
目

的
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
歓

迎
会
は
、「
先
輩
女
子
学
生
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
と
「
ケ
ー
キ

バ
イ
キ
ン
グ
」
の
２
部
構
成
と

な
っ
て
お
り
、
３
名
の
先
輩
女

子
学
生
が
リ
ア
ル
な
大
学
生
活

を
紹
介
。
事
前
に
「
先
輩
学
生

に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
」
と
し

て
新
入
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
、
そ
の
中
か
ら
特
に
希
望
の

多
か
っ
た
「
部
・
サ
ー
ク
ル
」 

「
一
人
暮
ら
し
」 「
教
職
課
程
」 

「
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

内
容
を
中
心
に
ト
ー
ク
が
展
開

さ
れ
た
。
今
年
は
、
先
輩
女
子

学
生
ス
タ
ッ
フ
14
名
が
出
迎
え

る
な
か
、
新
入
女
子
学
生
54
名

が
参
加
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
28
日
に
は
「
女

子
学
生
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
講
演
会
・
茶
話
会
」
を

開
催
。
女
子
学
生
が
豊
か
な
人

生
を
設
計
す
る
た
め
の
意
識
作

り
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
る

女
性
の
先
輩
を
招

い
て
毎
年
開
催
し

て
い
る
。
３
名
の

Ｏ
Ｇ
か
ら
学
生
生

活
の
思
い
出
話
や

就
職
活
動
に
つ
い

て
、
そ
し
て
女
性

と
し
て
働
く
今
に

つ
い
て
話
が
あ
っ

た
。
参
加
し
た
学

生
か
ら
は
「
自
分

が
普
段
思
っ
て
い

る
よ
う
な
こ
と
を
、

先
輩
も
学
生
の
頃

思
っ
て
い
た
の
だ

と
分
か
り
安
心
で
き
た
」 「
こ

れ
か
ら
資
格
取
得
に
挑
戦
し
て

み
た
い
と
思
っ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｇ

を
代
表
し
て
講
演
を
行
っ
た
古

谷
絢
さ
ん
（
株
式
会
社
サ
タ
ケ

＝
平
成
20
年
３
月
メ
デ
ィ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
卒
・
広
島
県
／
近

畿
大
学
附
属
東
広
島
高
校
出
身

（
現
近
畿
大
学
附
属
広
島
高
校

東
広
島
校
））
は
「
就
職
活
動

や
仕
事
以
外
の
話
も
し
た
が
、

真
剣
に
時
に
は
笑
い
な
が
ら
聞

い
て
く
れ
充
実
し
た
会
に
な
っ

た
と
思
う
。『
こ
ま
ち
会
』
が

私
の
時
に
は
な
か
っ
た
の
で
、

こ
う
い
っ
た
機
会
が
あ
っ
て
羨

ま
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

先輩女子学生のトークショーの様子

卒業生との交流会

女
子
学
生
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

平
成
30
年
３
月
卒
業
者 

就
職
率
99
・
２
％

将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
る
業
界
研
究
か
ら

就
職
内
定
ま
で
徹
底
サ
ポ
ー
ト

満
足
度
の
高
い

就
職
支
援
の
実
現

　

平
成
30
年
３
月
卒
業
者
（
就

職
希
望
者
）
の
就
職
率
は
99
・

２
％
。
前
年
度
よ
り
も
１
・
３

ポ
イ
ン
ト
高
い
結
果
と
な
っ

た
。
近
年
の
就
職
環
境
が
好

転
し
て
い
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
自
分
の
将
来
を
切
り
開
こ

う
と
す
る
学
生
の
意
欲
の
高
さ

や
、
学
生
と
と
も
に
丁
寧
に
歩

み
を
進
め
て
い
く
本
学
独
自
の

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」
の
就
職

支
援
が
、
就
職
状
況
の
好
調
を

支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い

る
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員

と
ゼ
ミ
教
員
が
学
生
一
人
ひ
と

り
の
希
望
の
進
路
と
就
職
活
動

の
状
況
を
把
握
し
、
面
談
な
ど

で
丁
寧
な
個
別
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
満
足
度
の
高
い
進
路
実

現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

企
業
・
業
界
選
択
で

視
野
を
広
げ
る

　

就
職
先
に
は
、
Ｂ
to
Ｃ
（
企

業
が
最
終
消
費
者
を
対
象
に
も

の
を
販
売
す
る
企
業
）
だ
け
で

な
く
、
Ｂ
to
Ｂ
（
企
業
を
対
象

と
し
た
事
業
を
展
開
す
る
企

業
）
も
増
え
て
い
る
。
Ｂ
to
Ｂ

企
業
は
、
学
生
の
認
知
度
は
高

く
は
な
い
が
、
高
い
技
術
力
で

世
界
に
誇
れ
る
優
良
企
業
が
多

く
あ
る
。
業
界
・
企
業
研
究
で

は
、
学
生
が
イ
メ
ー
ジ
や
先
入

観
で
将
来
の
可
能
性
を
狭
め
る

こ
と
が
な
い
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
。

企
業
と
学
生
の
最
適
な

マ
ッ
チ
ン
グ
へ

　

学
内
合
同
企
業
説
明
会
で

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
年
間
約

５
０
０
社
を
招
き
、
学
生
と
企

業
と
の
最
適
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の

機
会
を
設
け
て
い
る
。さ
ら
に
、

平
成
29
年
度
に
見
直
し
を
行
っ

た
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
経
験
し
た
学

生
の
就
職
活
動

は
順
調
で
、
語

学
力
や
実
践

力
を
鍛
え
た

結
果
、
満
足
度

の
高
い
就
職
の

実
現
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
学
生

一
人
ひ
と
り
に

最
適
な
「
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
」

の
就
職
支
援
を

行
い
、
学
生
が

自
信
を
持
っ
て

社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い

く
。

学生のサポートを行うキャリアセンター職員

シティカレッジ

平成30年度 広島経済大学公開講座
10月1日（月）受付開始

テーマ 東アジア・東南アジアの諸相 参加無料
定員60名

　近年、世界の中で東アジア・東南アジア地域の「存在感」が大きくなってきていることはご承知の通りです。
また、長い歴史的な背景を有する日本との関係についても、政治・経済・文化の諸側面でますますその緊密さ
を増してきています。この地域の「今」を知ることは、今後の日本のあり方を展望するためにも不可欠だと思
われます。今回の講座では、東アジア・東南アジア地域に研究フィールド・滞在経験をもつ講師陣がさまざま
な話題を提供いたします。

第1回
10/30
（火）

ベトナムにおける日本語学校の経営概要� 講師　山本 公平（教授）
近年、日系企業も多く進出し経済発展の著しいベトナムでは、日本ブームとなっています。日本語を学ぶ人達も多く、
高校や大学ではなく日本語学校で学ぶ割合が高いことが特徴です。本講座では日本語学校の経営について考察を進めて
いきます。

第2回
11/6
（火）

日本とタイの経済的な結びつき～日本メーカーにとってのタイの重要性～� 講師　野北 晴子（教授）
東南アジアの中でも日本人の旅行先として人気のあるタイ。最近は多くのタイ人が日本へ観光で訪れています。その一
方で、意外と知られていないのがその経済的な結びつきです。ここでは製造業に焦点を当て、いかに日本にとってタイ
が重要な国であるか見ていきます。

第3回
11/13
（火）

台湾不動産法制と日本への示唆� 講師　宮畑 加奈子（教授）
本講座では、台湾の不動産法制を媒介としながら、近年日本で取りざたされている種々の問題（所有者不明土地、近代
建築の有効利用等）について考察します。また法制度の変容を通じて再構築されつつある今後の日台関係の展望にも言
及したいと思っています。

第4回
11/20
（火）

日本と中国の輸出競争力再考 ―付加価値貿易アプローチへの招待―� 講師　広田 堅志（教授）
サプライチェーンの国際化が進展するにつれ、伝統的な「原産国」概念や、貿易統計に対する従来の解釈が大きく揺ら
ぎつつあります。本講座では「付加価値貿易」という新しい統計概念・手法を紹介し、日本と中国の輸出産業の競争力
の再検討・評価を試みます。

第5回
11/27
（火）

ジャカルタの新しい街歩き ―街が変わる、交通手段が変わる―� 講師　澤 滋久（准教授）
昨年末、インドネシアの首都ジャカルタで、スカルノ=ハッタ空港と街の中心部とを結ぶ鉄道が開業しました。日本人
の会社員も多く働くCBDに悲願の地下鉄（MRT）の工事も進んでいます。日本と同様の「通勤社会」へと変化してい
くであろう姿を見てみましょう。

●コーディネーター／濵田　敏彦（教授）
●時間／18：00～19：30（開場17：30）
●会場／〒730-0036　広島市中区袋町6-36　広島まちづくり市民交流プラザ　研修室C
●申込手順
手順1. �講座を受けるためには、受講証が必要です。教育ネットワーク中国に登録の手続きをしてください。詳し

くは、http://www.enica.jp/hiroshima/index.htmlを参照して下さい。
	 また、教育ネットワーク中国「ひろしまカレッジ事務局」にお問い合わせください。
	 〒730-0803　広島市中区広瀬北町9-3（広島修道大学インターナショナルハウス内）
	 教育ネットワーク中国「ひろしまカレッジ事務局」
	 TEL（082）533-7590　FAX(082)533-7591
	 ※なお、すでに受講証をお持ちの方は、再度、登録の手続きの必要はありません。
手順2. �受講証の手続きが終わった方は、または、すでに受講証をお持ちの方は、電話、ファックス、来所にて、①希

望講座もしくは大学名　②氏名（ふりがな）　③住所　④連絡先（電話番号・ファックス番号等）を以下の
申し込み先にお知らせください。

	 ※郵送（はがき等）による申し込みは受け付けておりません。
●申込先・問合せ先／公益財団法人広島市文化財団ひと・まちネットワーク部管理課
		  〒730-0036　広島市中区袋町6-36　（広島市まちづくり市民交流プラザ北棟5階）
		  TEL(082)541-5335　FAX（082）541-5611
●受付時間／月～金（祝日を除く）　8：30～17：15まで（来所の場合は9：30から）
※個人情報については、大学・教育ネットワーク中国と共有しますが、事業運営以外の目的には使用しません。

※日時厳守、先着順、定員になり次第締め切らせていただきます。
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　「柔道を通して人間力を磨く」
ことをモットーに、仲間と日々
の練習に取り組んでいます。現
在は 7 名の部員で活動してお
り、経験者はもちろん、初心者
も多くいます。目標は、卒業ま
でに全員が黒帯をとることで
す。自分の技を磨くだけでなく、
互いに教え合うなかで、信頼関
係を築いています。信頼関係が
あるからこそ、時には先輩から
の厳しい指摘も自分の成長の力
になります。練習は楽しいこと

だけではありませんが、辛いことにも逃げずに挑戦できる強い精神力を培うことが
できます。自分と向き合い、仲間と学び合い、全力で取り組んだ先にある達成感は
かけがえのないものです。
　また、留学生が日本文化のひとつとして体験をしに来てくれることもあり、柔道を
通して国際交流ができることも大きな魅力です。人間力、精神力を鍛えたい人、新
しいことに挑戦してみたい人は、ぜひ一度、見学に来てください。

活動日・時間／月・水・金　16:30 ～ 18:30
場所／体育館 1 階 武道場
活動内容／柔道を通して礼儀や精神力、体力などの自己を高める。

強さだけでなく、
人間力を磨く。

柔道部

営
学
科
４
年
）・
三
好
将
太
（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
４
年
）・

馬
上
隆
聖
（
経
済
学
科
４
年
）・

土
山
将
輝
（
経
営
学
科
４
年
）・

柿
林
智
紀
（
経
済
学
科
３
年
）・

久
万
紗
希
（
経
済
学
科
３
年
）・

厚
田
健
人
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

科
３
年
）・
木
村
雄
介
（
経
済

学
科
３
年
）・
岡
本
大
輝
（
経

済
学
科
３
年
）・
吉
見
直
樹
（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３
年
）・

堂
迫
智
貴
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

科
３
年
）・
鎌
田
凌
（
経
営
学

科
２
年
）・
八
木
亮
輔
（
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
２
年
）・
久
米
山

隼
輝
（
経
済
学
科
２
年
）・
中

野
亜
香
璃
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
２
年
）・
阿
部
修
斗
（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
２
年
）・

北
川
洸
大
（
経
営
学
科
２
年
）・

沖
原
孝
（
経
営
学
科
２
年
）・

部
谷
恭
平
（
経
営
学
科
２
年
）

●
石
田
学
園
ア
ク
テ
ィ
ブ
奨
学

生
（
２
名
）

　

学
業
の
修
得
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
若

者
ら
し
い
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
な
ど
、
本
学
学
生

の
模
範
と
し
て
相
応
し
い
と
認

め
ら
れ
る
者
に
対
し
支
給
。

磯
岡
茜
（
経
済
学
科
４
年
）=

応
援
団
活
動
を
３
年
間
頑
張

り
大
学
を
支
え
て
き
た
。
そ
の

他
に
も
「
動
物
の
か
け
が
え
の

な
い
命
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
副
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

活
動
や
こ
ま
ち
会
執
行
部
の
活

動
も
評
価
で
き
る
た
め
。

野
稲
秀
（
経
営
学
科
４
年
）=

自
分
磨
き
の
た
め
に
世
界
22

か
国
を
訪
れ
国
際
交
流
し
て
き

た
。
そ
の
経
験
を
大
学
広
報
に

協
力
す
る
こ
と
で
、
大
学
に
貢

献
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
の
行

動
力
は
他
の
学
生
の
模
範
と
な

る
こ
と
や
、
彼
の
言
葉
は
他
の

学
生
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
て

く
れ
る
た
め
。

●
石
田
学
園
学
部
と
の
５
年
プ

ロ
グ
ラ
ム
奨
学
生
（
３
名
）
前

年
度
か
ら
継
続

　

専
門
的
な
知
識
の
修
得
及
び

高
度
な
研
究
活
動
を
志
す
者
に

支
給
。

長
野
圭
佑
（
経
済
学
科
４
年
）・

小
波
石
雄
介
（
経
営
学
科
４

年
）・
佐
竹
良
樹
（
経
営
学
科

４
年
）

　 平 成 30 年 10 月 20 日（ 土 ）・21 日（ 日 ）
広島経済大学において第 51 回経大祭を開催し
ます。今年のテーマは「Remake」です。この

「Remake」という言葉には作り替える、塗り
替えるなどの意味があり、昨年 50 期の節目を
迎え、また新たな 50 年に向けて再び大学祭を
創り上げようという思いが込められています。
　例年とは一味違う新しいことに取り組み、 
ご来場くださるお客様に満足していただける大学祭にしたいと思います。第 51 期大学祭実行委員
一同全力で取り組んでまいりますので、ぜひ足をお運びください。

第51回 経大祭開催

10/20（土）・21（日）
テーマ：「Remake」

問い合わせ先：学務センター学生課　TEL 082-871-1003

　祇園・興動祭は「地域とのつながりや交流によって祇園地区を活性化させる」
ことを目的に、2006年から毎年開催してきました。13 回目を迎えた今年は平成
30年11月18日（日）11時から18時、広島経済大学興動館において開催いたしま
す。ステージや屋台など、多彩な催しをご用意して皆様のご来場をお待ちしてお
ります。

第13回 祇園・興動祭
 開催のお知らせ

開催日：平成30年11月18日（日）
11時～18時

問い合わせ先：興動館　TEL 082-832-5010

　

５
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た

「
２
０
１
８
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お

い
て
「
き
ん
さ
い
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
」
の
ス
テ
ー
ジ
部
門

で
、
本
学
ダ
ン
ス
部DANCE 
RAZZLE

が「
躍
動
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
賞
」
を
受
賞
し
た
。
今

年
度
の
テ
ー
マ
は
「
凰
華
（
お

う
か
）」。
ダ
ン
ス
部
の
部
員
に

加
え
、
学
生
有
志
も
含
め
た
総

勢
20
名
は
伝
説
の
鳥
「
鳳
凰
」

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
よ
さ
こ
い
を
披
露
し
た
。

目
標
と
し
て
い
た
大
賞
は
逃
し

た
も
の
の
、
会
場
の
観
客
か
ら

歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
た
。

　

６
月
16
日
に
広
島
県
立

体
育
館
弓
道
場
に
て
開
催

さ
れ
た
第
42
回
広
島
県
学

生
弓
道
親
善
試
合
に
お
い

て
、
本
学
弓
道
部
が
男
子

団
体
で
優
勝
、
ま
た
男
子

個
人
で
も
優
勝
を
果
た
し

た
。

　

男
子
団
体
で
は
、
大
下

輝
一
さ
ん
（
経
営
学
科
３

年
・
愛
媛
県
／
新
田
高
校

出
身
）、
岡
本
大
輝
さ
ん

（
経
済
学
科
３
年
・
山
口
県

／
松
陰
高
校
出
身
）、
桧
垣

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

弓
道
部
　
全
国
大
会
男
子
・

女
子
個
人
戦
出
場
決
定

ダ
ン
ス
部DANCE RAZZLE

が
「
躍
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
」

を
受
賞

サ
ー
ク
ル
戦
績

○
ダ
ン
ス
部DANCE RAZZLE

▽
２
０
１
８
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＝
躍
動

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
受
賞

○
陸
上
競
技
部

▽
第
57
回
全
日
本
競
歩
輪
島
大

会
【
男
子
全
日
本
１
０
０
０
０

㍍
競
歩
】
米
田
研
志
（
23
位
）

【
女
子
全
日
本
１
０
０
０
０
㍍

競
歩
】
山
本
真
知
子
（
15
位
）

▽
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ

水
戸
大
会　

２
０
１
８
水
戸
招

待
陸
上
兼
水
戸
市
陸
上
競
技
大

会
【
男
子
８
０
０
㍍
】
濱
松
海

斗
（
16
位
）

▽
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ

　

山
口　

第
15
回
田
島
直
人

記
念
陸
上
競
技
大
会
【
男
子

８
０
０
㍍
】濱
松
海
斗（
２
位
）・

大
竹
康
平
（
５
位
）

▽
２
０
１
８
日
本
学
生
陸
上
競

技
個
人
選
手
権
大
会
【
男
子

８
０
０
㍍
】
濱
松
海
斗
（
６

笑顔いっぱいでポーズをするダンス部部員たち

優勝トロフィーを手にする学生たち

広
島
経
済
大
学
学
生
表
彰

石
田
学
園
各
種
奨
学
生

平成30年度

決
定

　

平
成
30
年
度
広
島
経
済
大
学

学
生
表
彰
受
賞
者
及
び
石
田
学

園
各
種
奨
学
生
が
決
定
し
た
。

今
年
度
は
、
30
名
の
学
生
が
対

象
者
と
な
っ
た
。
決
定
し
た
受

賞
者
、奨
学
生
は
次
の
と
お
り
。

●
広
島
経
済
大
学
学
生
表
彰

（
３
名
）

　

学
部
の
２
～
４
年
次
生
に
お

い
て
、
前
年
度
１
年
間
に
39
単

位
以
上
修
得
し
た
者
の
中
で
の

学
業
成
績
の
順
位
が
各
学
年
で

第
１
位
の
者
。

千
葉
裕
斗
（
経
営
学
科
４
年
）・

柿
林
智
紀
（
経
済
学
科
３
年
）・

森
太
聖
（
経
営
学
科
２
年
）

●
石
田
学
園
学
業
奨
学
生
（
22

名
）

　

学
業
成
績
、
人
物
と
も
に
優

秀
な
学
生
に
対
し
て
支
給
。

前
原
理
沙
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

科
４
年
）・
森
南
那
美
（
経
済

学
科
４
年
）・
高
橋
亨
太
（
経

済
学
科
４
年
）・
石
川
達
也
（
経

学生表彰者、石田学園奨学生

位
）【
男
子
５
０
０
㍍
】
木
邑

駿
（
48
位
）【
男
子
１
５
０
０

㍍
】
大
竹
康
平
（
３
位
）【
男

子
３
０
０
０
㍍
Ｓ
Ｃ
】
古
谷

龍
斗
（
６
位
）・
木
邑
駿
（
39

位
）【
５
０
０
０
㍍
】
大
下
浩

平
（
72
位
）【
１
１
０
㍍
ハ
ー

ド
ル
出
場
】
石
本
惣
一
朗

○
空
手
道
部

▽
第
62
回
全
日
本
学
生
空
手
道

選
手
権
大
会

惠
藤
勇
也
・
尾
加
賢
之
朗　

出

場

慶
さ
ん
（
経
済

学
科
１
年
・
広

島
県
立
広
島
工

業
高
校
出
身
）

の
３
名
が
、
36

射
31
中
と
他
大

学
を
寄
せ
付
け

な
い
好
成
績
で

優
勝
。
男
子
個

人
で
も
優
勝
し

た
桧
垣
慶
さ
ん

は
、
３
立
ち
12

射
12
中（
皆
中
）

と
１
本
も
外
さ

な
い
中あ

た

り
を
見

せ
た
。

　

こ
れ
ら
の
成

績
に
よ
り
、
８
月
13
日
か
ら
日

本
ガ
イ
シ
ホ
ー
ル
（
名
古
屋
）

に
て
開
催
さ
れ
る
第
66
回
全
日

本
学
生
弓
道
選
手
権
大
会
の
男

子
・
女
子
個
人
戦
決
勝
射
詰
へ

の
出
場
を
決
め
た
。

第 42 回
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

５
月
３
日
～
５
日
に
開
催
さ

れ
た
「
２
０
１
８
ひ
ろ
し
ま
フ

ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
、

本
学
は
３
日
間
、「
興
動
人
ひ

ろ
ば
」
と
名
付
け
ら
れ
た
ブ
ー

ス
を
設
け
、
延
べ
１
３
０
名
の

学
生
た
ち
が
参
加
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
「
産
学
官

民
」
を
テ
ー
マ
に
、
興
動
館
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
た
ち
が
日

頃
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
で
協

力
し
て
い
だ
い
て
い
る
行
政
や

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
と
連
携

し
な
が
ら
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
共
同
で
企
画
し
た
。

　
「
食
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
学
生
た
ち
は
、
家
族
で
み

そ
玉
を
作
っ
て
試
飲
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
開
催
。
大
人
か
ら
子
供

ま
で
楽
し
め
る
企
画
で
、
来
場

者
が
多
い
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ

た
。
ま
た
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
際
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

学
生
た
ち
は
、
伝
統
工
芸
品
の

工
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開
催
。

完
成
し
た
作
品
を
手
に
子
ど
も

達
は
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る

ゲ
ー
ム
や
工
作
体
験
な
ど
趣
向

を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
満
載

で
、
多
く
の
来
場
者
と
触
れ
合

う
場
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
と
な
っ
た
。



広 島 経 済 大 学 広 報第 135 号 （6）平  成  30  年  ８  月  １  日

　動物や自然を主人公として、その賢愚のふるまいを面白おかしく取り入れながら、人生の教訓を説いた寓
話集である。作者のイソップは紀元前６世紀頃の古代ギリシアの人物とされるが、詳しい生涯はよくわかっ
ていない。
　イソップ寓話は、彼が書いた本が残されていたわけではなく、彼が語ったとされる話が口伝えで広まった
ものである。あちこちに散在していた寓話が集められ、文字になり、初めて本のかたちにまとめられたのは、
紀元前４～３世紀頃のことだった。古代ギリシアでは、言葉による説得という手段が重要視されていたので、
教訓を含んだイソップ寓話の本は揉め事を解決する時の実用書として使われたとされる。
　古代ギリシア以降、後世の詩人や作家たちによって受け継がれていったイソップ寓話は、活版印刷技術の
発明後、ドイツ語やフランス語、英語など、様々な言語に翻訳され、ヨーロッパ各国で出版された。本学が所蔵するのは、1485 年にナポリ
の法律家フランシスコ・デル・トゥッポによって刊行されたもので、イソップの伝記とラテン語の本文にトゥッポによるイタリア語訳がつ
いている。写真は「ライオンと鼠の恩返し」の挿絵で、添えられた 88 枚の木版挿絵の多くがこのように薄く彩色されており、刊行人の名前
にちなんで「トゥッポ版」とよばれる貴重な一冊である。

イソップ「イソップ寓話集」　1485 年 フランシスコ・デル・トゥッポ印行　ナポリ刊
Aesop (ca.620-560 B.C.) 　Vita et Fabulae.  Naples: Francesco del Tuppo, 13 Feb. 1485.

No.43

学生の皆さんへ
　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最新号は、
1 号館玄関・図書館・メディア情報センター等に置いていますので、 各
自自由に持ち帰ってください。また、バックナンバーをご希望の場合は、
地域経済研究所まで来てください。

◆広島経済大学経済研究論集　第40巻　第4号（2018年3月）
【論　説】
スマートフォン市場におけるAppleの戦略ポジション� 山本　雅昭（教　授）
インドネシアにおけるインフラ政策の展開
―ジャカルタ・バンドン高速鉄道プロジェクトの現状と課題―
� 平本　賢了（准教授）
� Ahmad Zaki（インドネシアナショナル大学客員教授）
曖昧な予想の下での混合戦略均衡の分析� 堀江真由美（准教授）
【研究ノート】
近現代ヨーロッパ思想に見る,神,自然,人間,社会,歴史に関する
アイディアの変遷―経営学の根底思想としての把握―
� 高岡　義幸（教　授）
【研究集会報告】
ベトナム南部における日本語学習者の就業意識に関する調査報告　
―大学生及び日本語学校学生の比較から―�  山本　公平（教授）
� MA.Dinh Thi Kim Thoa（ベトナム国家大学ホーチミン市校人文社会科学大学日本学部講師）
経済研究論集　　第40巻　総目次　

◆広島経済大学研究論集　第40巻　第4号（2018年3月）
【論　説】
女性スポーツの誕生� 内海　和雄（教　授）
日本の相続税法における代襲相続に関する研究� 餅川　正雄（教　授）
【研究集会報告】
非営利組織の評価とマネジメント
―NPO法人の評価に関する先行研究を中心に―� 中村　隆行（准教授）
研究論集　　第40巻　総目次

◆広島経済大学経済研究論集　第41巻　第1号　（2018年6月）
【論　説】
様々な評価指標に基づくサプライヤー発注方式の性能評価
―需要のばらつきが大きい場合―� 上野　信行（教　授）
2017年のスマートフォン製品市場の検証� 山本　雅昭（教　授）
【研究集会報告】
自動車のIT化とその課題� 杉山　克典（准教授）
組織市民行動のマネジメント―組織ルーティンの視座から―
� 宮辻　渉（助　教）

◆広島経済大学研究論集　第41巻　第1号　　（2018年6月）
【論　説】
Promoting International Education and Adapting to the Effects of Globalization：
The Issues Involved in Developing Globally-Oriented Human Resources in Japan
� George R. Harada（教　授）
日本の相続法における遺留分制度に関する研究� 餅川　正雄（教　授）
インドネシアEPA（Economic Partnership Agreement）
ケアワーカーの地域社会定着への展望
―看護師介護福祉士候補者受入れの「アジア健康構想」からの考察―
� 澤   滋久（准教授）
教職課程履修学生の「学習指導技量」評価のための
ルーブリック開発研究
―10の評定項目を基にした作成試案―� 三山　緑（准教授）
� 田中　泉（教　授）

　本学では、広島経済大学の最新情報を月初めにメール
マガジンで配信しています。ぜひ、ご登録のうえご覧い
ただき、広島経済大学及び学生たちのことを知る一助に
していただければ
と思います。保護
者の皆様の多数の
ご登録をお待ちし
ております。登録
方法はオフィシャ
ルサイトから“保
護 者 の 方 ” を ク
リックしてくださ
い。

保護者様向け
メールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向け
メールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向け
メールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

■大学院　博士課程前期課程
［一般選抜］

募 集 人 員
経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程[研究者養成コース・経済学
専修コース]10名（外国人留学生、社会人特別選抜、国外受験者、外国人留
学生指定校推薦を含む）

出 願 期 間 Ⅰ期＝平成30年8月1日（水）～8月17日（金）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝平成31年1月18日（金）～2月5日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 Ⅰ期＝平成30年9月5日（水）･6日（木）
Ⅱ期＝平成31年2月20日（水）･21日（木）

合 格 発 表 Ⅰ期＝平成30年9月11日（火）午前10時
Ⅱ期＝平成31年2月27日（水）午前10時

［社会人特別選抜］

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程 [経済学専修コース]若干名
(外国人留学生を含む)

出 願 期 間 Ⅰ期＝平成30年8月1日（水）～8月17日（金）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝平成31年1月18日（金）～2月5日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 Ⅰ期＝平成30年9月6日（木）
Ⅱ期＝平成31年2月21日（木）

合 格 発 表 Ⅰ期＝平成30年9月11日（火）午前10時
Ⅱ期＝平成31年2月27日（水）午前10時

■大学院　博士課程後期課程

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程（研究者養成コース）3名
（外国人留学生、国外受験者を含む）

出 願 期 間 平成31年1月18日（金）～2月5日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 平成31年2月20日（水）

合 格 発 表 平成31年2月27日（水）午前10時

■学部　AO 入学試験

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科）／メディアビジネス学部（ビ
ジネス情報学科・メディアビジネス学科）　20名

エントリー期間 Webでのエントリー　平成30年6月17日（日）～8月23日（木）
オープンキャンパスでのエントリー　平成30年8月26日（日）

全 体 説 明・
一次面談期間 平成30年8月1日（水）、8月2日（木）、8月26日（日）のうちいずれか1日

出 願 期 間 平成30年8月27日（月）～9月7日（金）【締切日消印有効】

二次面談期間 平成30年9月25日（火）～9月28日（金）

合 格 発 表 平成30年10月11日（木）午後5時

■学部　特別推薦入学試験（スポーツ、特定資格、海外経験分野）

募集人員
経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）

（スポーツ分野35名､特定資格分野15名、海外経験分野2名）
※スポーツ経営学科はスポーツ分野のみ募集（5名）

出願期間 平成30年11月1日（木）～11月8日（木）【締切日消印有効】

試 験 日 平成30年11月20日（火）

合格発表 平成30年11月29日（木）午後5時

■学部　資格スカラシップ推薦入学試験（1 期・2 期・3 期）

募 集 人 員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

1
期

出願期間 平成30年11月1日（木）～11月8日（木）【締切日消印有効】

試 験 日 平成30年11月20日（火）

合格発表 平成30年11月29日（木）午後5時

2
期

出願期間 平成31年1月4日（金）～1月24日（木）【締切日消印有効】

試 験 日 平成31年2月6日(水)

合格発表 平成31年2月15日（金）午後3時

3
期

出願期間 平成31年2月16日（土）～2月26日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 平成31年3月5日(火)

合格発表 平成31年3月8日（金）午後3時

■学部　一般公募制推薦入学試験

募集人員
経済学部（経済学科55名）／経営学部（経営学科50名・スポーツ経営学科
10名）／メディアビジネス学部（ビジネス情報学科10名・メディアビジ
ネス学科10名）

出願期間 平成30年11月1日（木）～11月8日（木）【締切日消印有効】

試 験 日 平成30年11月20日（火）

合格発表 平成30年11月29日（木）午後5時

※3学科併願制　1回の受験で3学科まで出願することが可能です。

■学部　一般入学試験（1 期・2 期）

1
期

募集人員
経済学部（経済学科105名）／経営学部（経営学科100名・スポーツ経
営学科25名）／メディアビジネス学部（ビジネス情報学科25名・メ
ディアビジネス学科25名）

出願期間 平成31年1月4日（金）～1月24日（木）【締切日消印有効】

試 験 日 平成31年2月6日（水）・7日（木）

合格発表 平成31年2月15日（金）午後3時

2
期

募集人員
経済学部（経済学科20名）／経営学部（経営学科20名・スポーツ経営
学科5名）／メディアビジネス学部（ビジネス情報学科5名・メディア
ビジネス学科5名）

出願期間 平成31年2月16日（土）～2月26日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 平成31年3月5日(火)

合格発表 平成31年3月8日（金）午後3時

※��試験日自由選択制　2月6日・7日の試験日をどちらか、又は両日とも選択できます。
　両日とも同一学科を受験した場合は、高い方の合計得点で選考します。【1期のみ】
※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願することが可能です。
※���商業学科等優先選抜枠を設置。(経済学科10名、経営学科10名、スポーツ経営学科5名
　ビジネス情報学科5名、メディアビジネス学科5名)【1期のみ】

■学部　センター利用入学試験（1 期・2 期）

1
期

募集人員
経済学部（経済学科40名）／経営学部（経営学科40名・スポーツ経営
学科10名）／メディアビジネス学部（ビジネス情報学科10名・メディ
アビジネス学科10名）

出願期間 平成31年1月4日（金）～1月31日（木）【締切日消印有効】

合格発表 平成31年2月15日（金）午後3時

2
期

募集人員
経済学部（経済学科10名）／経営学部（経営学科10名・スポーツ経営
学科5名）／メディアビジネス学部（ビジネス情報学科5名・メディア
ビジネス学科5名）

出願期間 平成31年2月16日（土）～2月26日（火）【締切日消印有効】

合格発表 平成31年3月8日（金）午後3時

※複数学科併願制　1回の受験で5学科まで出願することが可能です。

■学部　社会人入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 平成31年2月16日（土）～2月26日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 平成31年3月5日(火)

合格発表 平成31年3月8日（金）午後3時

■学部　編入学試験

募集人員 経済学部（経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・メディアビジネス学科・
スポーツ経営学科）　若干名

出願期間 平成31年1月4日（金）～1月24日（木）【締切日消印有効】

試 験 日 平成31年3月5日(火)

合格発表 平成31年3月8日（金）午後3時

■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　6名

出願期間 平成31年1月7日（月）～1月22日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 平成31年2月4日（月）

合格発表 平成31年2月15日（金）午後3時

※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することが可能です。

■学部　外国人留学生入学試験（Ⅰ期・Ⅱ期）

募集人員 Ⅰ・Ⅱ期＝経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 Ⅰ期＝平成31年1月7日（月）～1月22日（火）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝平成31年2月8日（金）～2月20日（水）【締切日必着】

試 験 日 Ⅰ期＝平成31年2月4日（月）／Ⅱ期＝平成31年3月6日（水）

合格発表
Ⅰ期＝平成31年2月15日（金）午後3時
Ⅱ期＝平成31年3月8日（金）午後3時

※複数学科併願制　1回の受験で2学科以上出願することが可能です。

■学部　外国人留学生のための書類選考による入学試験

募集人員 経済学部（経済学科）／経営学部（経営学科・スポーツ経営学科）／
メディアビジネス学部（ビジネス情報学科・メディアビジネス学科）　若干名

出願期間 平成31年1月7日（月）～1月22日（火）【締切日消印有効】

選 考 日 平成31年2月4日（月）

合格発表 平成31年2月15日（金）午後3時

平成31年度 学生募集要項
学部および大学院の入試要項を配付しています。
お申込みは本学オフィシャルサイト・電話・メールなどで。
〒731-0192　広島市安佐南区 園五丁目37番1号
（学部・大学院）入試広報センター 082-871-1313 ／ ent-sc@hue.ac.jp
（留学生）国際教育交流センター 082-871-1002 ／ int-sc@hue.ac.jp
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第 4 回

オープンキャンパス開催！

問い合わせ先：入試広報センター　TEL.082-871-1313

オープンキャンパス学生スタッフ

　学部・学科別模擬授業、女子限定「女
子カフェ」、入試説明会のほか特別プログ
ラム「先輩の声を聞こう !!」など、さま
ざまなイベントを用意し、皆様のお越し
をお待ちしております。

8月26日日 10：30～15：30

無料送迎
バス運行


